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症例：３５歳、女性。

初診：平成６年１２月１３日

現病歴：３年位前に頭部に圧痛のある腫瘍の存在に気づいたが､その後大きさに変化はみられな
かった。

既往歴：特記すべきことなし。

現症：左後頭部に表面正常皮膚色、直径６ｍｍ大、弾性軟の、皮内から皮下にかけての腫瘤を１
個触知した。皮膚良性腫瘍と考え、単純切除、縫合した。

病理組織所見:病理組織では真皮深層から皮下脂肪織内に､基底細胞様細胞が大小の胞巣を形成

していた（Fig.1）。胞巣の一部は境界明瞭に線維性被膜に包まれていたが(Fig.2）、線維性結
合繊の中に小胞巣が散在するところもあったが（Fig.３）、周囲間質への浸潤傾向は見られなか

った。正常のエクリン汗腺分泌部が腫瘍に近接して存在していた（Fig.４）。腫瘍細胞には異型
性は見られず、腫瘍の全体で、１ないし２層の細胞壁をもつ明瞭な管腔椛造を形成しており、内
部に好酸性無擶造物質をいれていた（Fig.５）。壁が２層の細胞からなるところは管腔面に接す

る細胞のほうがやや大きな比較的明調な核をもち、外側の細胞は小型の暗調の核を有していた

（Fig.５）。断頭分泌に近い分泌像がごく一部に見られた（Ｆｉｇ６）。管州撒造の外側の間質は
chondroidsyringomaほどは発達していないが、好塩基性無構造物質の沈着がみられ、これはアル

シアンブルー染色で陽性であった。PAS染色では、基底膜は薄く、cylindromaに見られるような

肥厚はなかった｡管腔内面と内容物はCEA陽性､EMAにも陽性であった(Fig.7)。αsmoo[hmuscle
acUnは管状構造の壁の外側、間質に面する細胞に強く陽性を示した(Fig.8)。Gr0sscys[icdisease
nuidprotein-15(GCDFP)は陰性、Ｓ100染色は陰性ないし弱陽性であった｡

考案：本例は汗器官分化を示す腺腫で、特に腫瘍が正常エクリン汗腺に近接していたことと、

GCDFP陰性であったこと、断頭分泌様の構造は必ずしもアポクリン腺に限られたものではない

ことから、エクリン汗腺へ分化していると考えた。さらにasmoothmuscleacUnはエクリン汗腺

の分泌部およびこれとcoiledduc[との間に介在する移行部に存在するmyoepi[helialcellに陽性で
あることから')、これらの部位への分化が考えられる。

診断名としては欧米の成書のエクリン汗腺腫瘍の分類には相当するものがみあたらない｡鑑別

診断としてchondroidsyringomaやspiradenomaを考えたが、本例では間質の発達がchondroid
syringomaほど十分に発達しておらず、また、明らかな管腔形成が腫瘍全体に認められる点が通

常のspiradenomaとも異なる。

森岡・三島の分類では、分泌部へ分化する腺腫はeccrinespir(O)adenomaとなり、真皮内汗管へ
分化する腺腫はeccrineduct(O)adenomaとなる幻。Eccrinduct(0)adenomaとして報告されているもの
の多くは他の分類のchondroidsyringomaに相当する組織像を呈しているが茜の、自験例に近い組織
像を示した症・例もあり、特に宮下らが1991年に報告した例が類似している刀。彼らは診断名を
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Fig.１ 

大小の腫瘍細胞胞巣がみられる

（矢印）

Fig.２ 
腫瘍全体にわたって管状構造

形成が明らか。一部は被膜に

われる（矢印）。

の

覆

Fig.３ 
線維性結合組織の中に腫瘍巣が

散在する部位。

Ｆｉｇ．４ 

腫瘍（＊）近傍に正常エクリン

汗腺分泌部が存在する（矢印）。
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eccrineduc[adenomaとはしながらも管腔構造の外側の細胞が筋上皮細胞への分化を示す細胞であ

ったことから分泌部への分化を示す腫瘍であろうと述べている。
以上、組織学的、免疫組織学的、文献的検討の結果、自験例はeccrineductadenomaと称されて

報告されている疾患に合致すると考えた。しかし間質がまだ未発達な段階のchondroidsyringoma
ととらえたり、管)伏構造が著明となったspiradenomaとみなすことも不可能ではないと思われる。
さらに自験例のように分泌部ないしは移行部に分化しているものもducmdenomaと呼ぶことは森
岡、三島の分類の概念に抵触することにもなり、より適切な他の病名を使うべきであるかもしれ
ない。どのような病名を使うにせよ、我々は自験例をエクリン汗腺の分泌部ないし移行へ分化す
る腺腫と考えた。

文献

1)KnrosumiK,KurosumiU,TosakaH:UltIastmctureofhumaneccrlnesweatg1andswithspecialrcfbrence 

tothelransi[ionalportion,ArchHis[olJap,４５:213-238,1982 

2)森岡貞雄、三島豊:真皮内エックリン汗管及び汗腺の腫瘍性分化。良性表皮腫性並びに癌性
腫瘍，日皮会誌'７８:357-362,1968.

3)森岡貞雄､荒川秀夫:汗器官腫瘍｡eccrineductoadenomaについて，皮膚臨床10:1126-1136,1968.
4)竹松秀明、加藤泰三EccrineDuctadenomaの１例。組織学的、組織化学的、酵素組織化学的考
察，臨皮,32:947-951,1978

5)宮下光男、安井由美子、武村聡、藤岡彰、鈴木啓之、森岡貞雄：エクリン汗管腺腫，日皮会誌，
97:573-579,1987. 

6)宮下光男、安井由美子、馬場Ⅶ俊一、鈴木啓之、森岡貞雄：汗管腺腫の分化の方向性に関する
検討，日皮会誌,９７:1565-1570,1987.

7)宮下光男、鈴木啓之：エクリン汗管腺腫の１例，臨皮,４５:1091-1093,1991.

－］６－ 



日本皮膚病理組織学会ＶｂＬ１５Ｎｏ１１９９９．

Fig.５ 

管状構造の内部（＊）は空隙、

あるいは無構造物質をみる。管

腔壁は１層ないし２層の細胞か

らなる。２層の細胞層のうち、

間質に面する側の細胞はやや暗

調の核を有する（矢尻）。

Ｆｉｇ６ 
ごく一部に認められた断頭分泌

様構造。

Ｆｉｇ７ 
ＥＭＡは管状構造の内腔に面し

て陽性。

Ｆｉｇ８ 

ａＳＭＡは間質に面する細胞(矢
尻）に陽性。
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